
　

次
に
、
神
社
の
西
の
門
か
ら
一

般
道
に
出
て
す
ぐ
念
仏
供
養
塔
の

脇
に
ひ
っ
そ
り
と
建
っ
て
い
る

「
大
酒
供
養
塔
」
が
あ
り
、
こ
の

塔
に
つ
い
て
は
元
町
上
の
古
文
書

研
究
家
の
横
田
國
政
さ
ん
が
詳
し

く
説
明
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
日

本
中
で
た
だ
一
基
し
か
な
い
貴
重

な
供
養
塔
と
の
こ
と
で
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　

岡
宮
町
会
に
あ
る
「
道
祖
神
と

観
音
石
仏
像
」
の
あ
る
地
に
向
か

い
ま
し
た
。
１
８
５
８
年
と
刻
ま

れ
て
い
る
こ
の
道
祖
神
は
男
女
が

手
を
重
ね
微
笑
ま
し
い
も
の
で
し

た
。
安
曇
野
に
あ
る
よ
う
な
道
祖

神
で
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

５
月
27
日
、
心
配
し
た
昨
日
か

ら
の
雨
も
上
が
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
に
は
最
適
な
天
気
で
し
た
。
福

祉
ひ
ろ
ば
に
集
合
、
原
田
公
民
館

長
か
ら
地
区
の
石
造
物
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
ス
タ
ー
ト
。
参
加

者
は
22
名
。　

　　　　　　　　　　　　

最
初
は
信
州
ま
つ
も
と
も
と
ま

ち
自
動
車
学
校
内
の
、
昭
和
３
年

に
「
中
信
地
区
自
動
車
運
転
試

験
場
」、
昭
和
９
年
に
「
自
動
車

検
査
場
」
が
併
設
さ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
大
き
な
碑

を
見
学
し
ま
し
た
。
宮
坂
節
勇
校

長
は
「
こ
こ
に
由
緒
あ
る
石
碑
が

建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識

し
、
大
切
に
管
理
し
た
い
」
と
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
元
町
上
、
北
、
中
町
会

と
約
１
キ
ロ
ほ
ど
国
体
道
路
を
下

り
、
女
鳥
羽
川
の
ロ
マ
ン
溢
れ

る
名
前
の
「
元
女
橋
」
を
渡
り
、

３
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
歩
い
た
左

側
の
「
開
道
記
念
碑
」
を
訪
ね
ま

し
た
。
こ
の
女
鳥
羽
町
会
に
あ
る

碑
は
、
大
正
13
年
に
霞
町
か
ら
岡

宮
神
社
ま
で
開
通
し
た
南
北
の
広

い
道
路
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
素
朴
な
３
メ
ー
ト
ル
程

の
石
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
中
村
と
言
わ
れ
る
地
籍

に
あ
る
文
園
町
会
の
地
蔵
四
体
と

名
号
塔
二
基
を
見
学
し
ま
し
た
。

名
号
塔
一
基
は
、は
っ
き
り「
等
順
」

と
読
め
る
も
の
で
し
た
。

　　

こ
の
よ
う
に
石
造
物
を
訪
ね

て
、
旧
道
を
斜
め
に
女
鳥
羽
川
に

出
て
「
あ
さ
ひ
は
し
」
を
渡
り

福
祉
ひ
ろ
ば
に
帰
っ
て
き
ま
し
た

が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
４
キ
ロ
以

上
歩
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

石
造
物
は
城
東
地
区
に
ま
だ
他

に
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
各
町
会

の
宝
物
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
で
大

切
に
保
存
し
た
い
も
の
で
す
。　

（
鷹
巣
）

城
東
地
区
の

石
造
物
め
ぐ
り 

に
参
加
し
て

自動車運転試験場と自動車検査場記念碑

開道記念碑

　
「
大
安
楽
寺
参
道
の
石
仏
群
」
は

地
蔵
群
、
観
音
像
群
と
並
ん
で
20

体
近
く
あ
り
ま
し
た
。
安
楽
寺
は

松
本
城
の
鬼
門
除
け
に
位
置
し
、

又
松
本
三
十
三
札
所
め
ぐ
り
の
一

番
霊
場
と
し
て
多
く
の
石
仏
が
建

て
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

岡
宮
神
社
も
松
本
城
の
鬼
門
除

け
と
し
て
歴
代
の
城
主
か
ら
庇
護

を
受
け
て
お
り
ま
し
た
。
境
内
で

は
神
主
の
福
澤
さ
ん
が
「
大
石
鳥

居
と
そ
の
建
造
記
念
碑
」「
ご
神

門
と
建
設
記
念
碑
」「
大
石
灯
篭
」

そ
し
て
「
岡
宮
神
社
の
由
来
碑
」

に
つ
い
て
説
明
を
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。

　　

大安楽寺から岡宮神社へ

道祖神と観音石仏像
奥に地蔵四体  前に念仏供養塔

大石鳥居建設記念の碑

　大酒供養塔
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●城東地区●
1981 世帯
　男 1832 人
　女 1990 人
合計 3822 人
Ｈ 28 . 7 . 1 現在



　

昭
和
31
年
８
月
15
日
、
元
町
北

町
会
か
ら
独
立
し
て
、
今
年
は
60

年
を
迎
え
ま
す
。

　

翌
年
に
は
、
皆
が
集
う
公
民
館

を
造
ろ
う
と
の
機
運
が
高
ま
り
、

折
し
も
信
大
附
属
病
院
の
火
災
か

ら
免
れ
た
一
棟
の
払
い
下
げ
を
受

け
落
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
尚
、
こ
の
公
民
館
は
一
部
補

助
金
を
い
た
だ
き
平
成
24
年
に
耐

震
工
事
を
し
、
安
心
し
て
使
用
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
で
は
、
町
会
の
会
合
は

も
と
よ
り
、
長
生
ク
ラ
ブ
な
ど
活

発
に
活
動
す
る
拠
点
に
な
っ
て
い

ま
す
。
餅
つ
き
と
新
年
会
、
三
九

郎
の
準
備
、
子
供
た
ち
の
ぼ
ん
ぼ

ん
、
青
山
様
、
子
供
会
、
保
護
者

会
の
集
会
に
と
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

又
、
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
と
し
て
、

生
け
花
の
会
、
毎
週
土
曜
日
に
は

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
が
開
か
れ
歌
の

練
習
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

秋
の
文
化
祭
は
今
年
で
29
回
を

数
え
ま
す
。
作
品
展
示
ば
か
り
で

な
く
、
お
茶
を
飲
み
、
お
菓
子
を

食
べ
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
作

品
の
こ
と
、
家
族
の
こ
と
な
ど
話

し
に
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
又
、

カ
ラ
オ
ケ
の
発
表
も
あ
り
、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
で
歌
っ
て
い
る
姿
は

微
笑
ま
し
い
も
の
で
す
。

　

大
事
業
の
一
つ
で
あ
る
運
動
会

は
現
在
旭
町
小
学
校
校
庭
を
お
借

り
し
て
行
い
、
市
政
１
０
０
周
年
、

城
東
公
民
館
開
館
15
周
年
記
念
大

会
に
は
ノ
ウ
ハ
ウ
・
器
具
を
提
供

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
合
同
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
不
思
議
な
こ
と
に

雨
に
降
ら
れ
て
中
止
に
な
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
民
だ
け
で

１
５
０
名
あ
ま
り
が
参
加
し
、
子

供
た
ち
が
司
会
を
し
、
班
長
、
組

長
た
ち
が
ゴ
ー
ル
に
立
ち
、
一
人

ひ
と
り
に
景
品
を
渡
す
。
親
子
で

行
う
ゲ
ー
ム
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

の
パ
ン
食
い
競
争
な
ど
、
声
援
と

笑
い
の
絶
え
な
い
一
日
と
な
っ
て

い
ま
す
。
夜
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
入

れ
、
ご
く
ろ
う
さ
ん
会
を
盛
大
に

催
し
て
い
ま
す
。

　

町
会
が
設
立
し
た
翌
年
に
は
盆

踊
り
が
企
画
さ
れ
、
現
在
は
デ
リ

シ
ア
の
駐
車
場
を
お
借
り
し
て
昨

年
で
57
回
目
を
数
え
て
い
ま
す
。

町
会
で
独
自
に
鉄
骨
の
櫓
を
組

み
、
近
年
は
自
家
発
電
機
を
使
い

提
灯
を
燈
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に

災
害
時
の
発
電
訓
練
も
兼
ね
た
も

の
で
す
。

　

盆
踊
り
で
は
、
毎
年
町
会
の
浅

田
正
子
さ
ん
か
ら
講
習
を
受
け
、

踊
れ
る
方
が
増
え
、
二
重
の
踊
り

の
輪
が
で
き
、
木
曽
節
、
炭
坑

節
、
東
京
音
頭
、
鹿
児
島
お
は
ら

節
、
伊
那
節
、
佐
渡
お
け
さ
な
ど
、

近
隣
の
方
も
参
加
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
松
本
ぼ
ん
ぼ
ん
の
曲

が
流
れ
る
と
子
供
た
ち
の
出
番
と

な
っ
て
い
ま
す
。
閉
会
前
に
行
わ

れ
る
抽
選
会
の
景
品
も
楽
し
み
の

一
つ
で
す
。

　

町
内
に
は
信
州
大
学
国
際
交
流

会
館
が
あ
り
40
名
あ
ま
り
が
居
住

し
て
い
ま
す
。
今
年
の
三
九
郎
に

は
留
学
生
が
繭
玉
を
作
り
、
参
加

し
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

当
町
会
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い

ま
す
が
、
昨
年
か
ら
始
め
た
毎
月

第
３
水
曜
日
の
「
ほ
ほ
え
み
茶
房
」

に
は
高
齢
者
を
中
心
に
、
毎
回
30

名
あ
ま
り
が
参
加
し
、
健
康
維
持・

地
域
で
の
見
守
り
・
特
殊
詐
欺
防

止
の
話
な
ど
、
情
報
交
換
を
し
、

絆
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
に
つ
い
て
は
こ
こ
数
年

減
少
せ
ず
、
逆
に
小
学
校
入
学
人

数
が
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

数
々
の
行
事
に
住
民
が
積
極
的

に
参
加
す
る
ま
ち
、
絆
を
大
切
に
、

元
町
上
町
会
は
元
気
で
す
。（
衣
川
）

▼
５
年
前
に
は
東
日
本
大
震
災
・

県
北
部
地
震
・
震
度
５
強
の
松
本

地
震
と
相
次
い
だ
。

　

本
年
４
月
の
熊
本
地
震
は
、
そ

の
後
も
余
震
が
続
い
て
い
る
。

▼
大
き
な
災
害
で
は
、
発
生
当
初
、

避
難
所
で
は
「
命
を
つ
な
ぐ
た
め

の
食
料
と
水
」
が
不
足
し
、
行
政

に
よ
る
早
期
の
公
助
は
あ
ま
り
期

待
で
き
な
い
の
が
実
情
だ
。

▼
「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ

て
く
る
‼
」
と
言
わ
れ
る
が
、
松

本
地
域
も
直
下
型
地
震
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７・
６
程
度
が
30
年
以

内
に
最
大
30
％
の
確
率
で
発
生
す

る
と
公
表
さ
れ
て
い
る
。

▼
地
震
に
備
え
て
の
各
種
連
絡
方

法
、
緊
急
持
出
し
品
等
は
「
我
が

家
の
安
心
・
安
全
づ
く
り
」（
平

成
27
年
地
区
防
災
部
会
作
製
）
の

保
存
版
を
活
用
し
て
、
再
度
点
検

し
た
い
。

▼
松
本
市
は
非
常
用
の
備
蓄
品
の

う
ち
、
食
料
と
水
は
、「
１
週
間

分
は
必
要
だ
が
、
最
低
で
も
３
日

分
は
確
保
し
て
」
と
し
て
い
る
。

▼
わ
が
家
の「
食
料
と
水
」の
備
蓄・

再
点
検
を
！

【
３
日
分
の
食
料
品
備
蓄
例
】

・
水
…
３
㍑

・
米
…
５
合
か
ア
ル
フ
ァ
米
、　

　
　
　

レ
ト
ル
ト
ご
飯
９
食
分

・
レ
ト
ル
ト
食
品
…
４
パ
ッ
ク

・
肉
魚
な
ど
の
缶
詰
…
５
缶

・
野
菜
・
果
実
の
缶
詰
…
適
宜

・
カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
…
１
台

・
同
右
ボ
ン
ベ
…
３
本

　

※
農
水
省
「
家
庭
用
食
料
品　

　
　

備
蓄
ガ
イ
ド
」
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
栁
澤
）

元
町
上
町
会
の
事
業

　
　
　
　 

い
ろ
い
ろ

松
本
地
震
か
ら
５
年

～「
食
料
と
水
の
期
限
は
大
丈
夫
？

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

」～

文化祭　公民館内の展示

盆踊り

三九郎と留学生
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